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	会話中に,相手の意見を取り入れようとすることや,相手の感じていることを非言語から読み取ろうとすることは共感を試みる行為である.共感することで,他人の経験に興味を持ち,話を聞こうとするため,人間同士のインタラクションが向上すると考えられる[1]. 共感には,“他者の感情状態を共有する精神機能の事を指す”や“無意識的に他者の気持ちや感じ方に自分を同調させる”等の様々な定義がある[1,2].また,日本における共感の英語表現であるsympathyとempathyには感情の「共鳴現象」的な側面と「感情移入」的な側面がある[1].また,empathyは心理学の分野において「他者の心の状態を頭の中で推論し,理解する」cognitive empathy（認知的共感）と「身体反応を伴って理解する」emotional empathy（情動的共感）に区別する捉え方がある[3,4,5].現在, 擬人化エージェントが一般ユーザに普及し始め,擬人化エージェントと一般ユーザがインタラクションを行う機会が増えてきている[6]. 人間とエージェントとのインタラクションにおいても,共感行動をエージェントに実装することで人間とのインタラクションが向上すると考えられる.特に対話エージェント研究では,カウンセリングにおけるラポールを構築するための,深い共感行動をとるエージェントが開発されてきた[7,8].しかし,人間とエージェントがコミュニケーションをとる状況にはカウンセリングのような深い共感を必要とする場合ばかりではない.そこで,本研究では,雑談においてエージェントが表出する共感行動のレベルが共鳴的共感,認知的共感,情動的共感のどのレベルを示すことが妥当であるかを印象評価実験により検証する.
本研究では, 実験参加者に「エージェントの会話に対する印象評価」を行うという偽の教示を与え,実験終了後に真の目的を伝える.これは共感レベルを比較する実験ではなく,雑談のような日常会話を視聴し評価すると実験参加者に思わせるためである.評価実験では, 1分前後のエージェント同士の対話の動画をランダムに15種類視聴してもらう. 対話内容は5種類用意し,共感を行うエージェントは共感レベルに応じた返答を行うものである.1動画視聴毎にエージェントの行う共感行動に関する印象評価アンケートを実施する.アンケート内容は,対人認知の特性形容詞尺度を用いてSD法による7段階評価で回答する.実験条件は共感要因（共鳴的共感,認知的共感,情動的共感）の1要因である.
アンケート結果から因子分析と1要因分散分析を行った.因子分析の結果,3つの因子が抽出された.第1因子は「親しみやすい」,「人間らしい」,「人懐っこい」といった形容詞項目の因子負荷量が高かったため,親近感因子と命名した.以下同様に,第2因子は, 「心の広い」,「気遣いのある」,「社交的な」といった形容詞項目の因子負荷量が高かったため,社交性因子と命名した.第3因子は「慎重な」の形容詞項目の因子負荷量が高かったため,慎重性因子と命名した.3つの因子内それぞれ因子得点の合計値に対して1要因分散分析を行ったところ,すべての因子で共感要因に有意な主効果（p<0.01）が見られた.親近感因子と社交性因子では,共鳴的共感＞認知的共感＞情動的共感の順で評価が高い結果となった.これは実体のないエージェントが具体的な言動を行うことでわかっているふりをしており,白々しいという印象を与えたのではないかと考える.また,慎重性因子に関しては,共鳴的共感≒認知的共感＞情動的共感という評価結果になった.このことから知識として知ってはいるが,実体験のない第三者として答えることで認知的共感の評価が他の情動的共感のみと比べて評価が上がったのではないかと考える.
本研究では,エージェントの雑談動画を視聴してもらい,エージェントの表出する共感行動の印象を評価,比較しエージェントの行う共感レベルの妥当性を検証した.先行研究[9]では,人間の男性より女性の方が相手が共感していると認識する度合いが高いという結果が示されている.しかし本研究では,共感を行うエージェントは女性エージェントのみなので,共感を行うエージェントの性別を変更し結果を比較すること,さらにエージェントの雑談動画を第三者目線で比較しているので,ユーザがエージェントと会話をする当事者として実験を行うことで, エージェントが表出すべき共感行動への理解を深めることができると考える.（1774文字）
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